
ライオン電気株式会社 SDGs宣言
当社は、社訓である「開発力・団結力・収益力」を経営の三本柱として、

事業活動を通じて「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に貢献し、

地域と団結の上、地域課題の解決および、持続可能な社会の実現に

努めてまいります。
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重点項目（ターゲット2030）

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」とは

高い技術力による施工 働きやすい職場づくり
電気工事業者として、創業以来培ってきた技術力を

活かし、安心・安全な施工を実践します。これからも

電気工事技術の研鑽に努め、皆さまから必要とされる

企業を目指します。

従業員の個性やライフスタイルを尊重し、だれもが

能力を最大限発揮できる働きやすい職場づくりに努め

ます。建設業界の次代を担っていける人材を育成し

ます。

【主な取り組み】

差別やハラスメントの根絶、定年後の再雇用、長時間

労働の是正、安全で衛生的な職場環境の整備、「建設

キャリアアップシステム」に基づく適正な処遇や評価

環境保全に配慮した取り組み 地域社会への貢献
太陽光発電設備導入による創エネや省エネ設備の

導入を通じて、CO2排出量の削減に努めます。また、

ペーパーレス化やリユース・リサイクルに取り組み、

環境負荷の低減に貢献します。

地域団体の会合への参加を通じて地域社会と連携

し、地域の課題解決に取り組みます。また、有事の際

には協力を惜しまず、地域のために貢献していきます。

【主な取り組み】

太陽光発電設備の設置（事務所、倉庫等6箇所）、

LED照明への切替え、文書の電子化によるペーパー

レス化、リユース、リサイクルによる廃棄物削減

【主な取り組み】

地域団体の会合への参加、今治ライオンズクラブを

通じた地域貢献活動、災害時における協力事項の

策定、地域行事への積極参加

• 貧困、気候変動、人種・性差別、働き方などのさまざまな問題が顕在化する中、
持続可能な社会をつくるために国連が定めた国際目標です。2030年までに解決
すべき優先課題として、17の目標と169のターゲットが示されています。

• 目標を達成するために、国連や政府だけでなく、企業やNPO、個人等が幅広く担
い手として活躍するよう期待されています。

• 企業がSDGsに取り組むことで、「気候変動をはじめ経営環境が変化していく中で
も持続可能な組織である」と示すことにつながります。

【主な取り組み】

従業員一人ひとりに応じた教育訓練の実施、有資格

者多数在籍、顧客の安全を第一に考えた安全基準・

設計基準の作成、効率化による工期短縮や資材削減


